







































































































































































































































式や記載内容、様式等の基礎的データの記録や撮影などを通じて、地籍図の所在情報の集成と地籍図作製過程や資料論的検討を行ったものである。地籍図が、明治前期にかぎっても数次にわたって、しかも全国的に作製され、また村全図ばかりでなく字ごとにも作成されたこと 考慮するならば、その点数は膨大な数にのぼる。これらの地籍図を網羅的に集成す ことは 期間の限られた共同研究においてはほとんど不可能である。われわれがめざした は、地籍図を悉皆的に調査することではなく、いくつかの県をモデルと て選び むしろ地籍図を確実に把握することによって、モデルとして選ばれ 各県における の所在状況や地籍図作製過程の検討を行うことを重視し 。これによ 、 の所在状況や作製過程のいくつかのパターンを例示する とができた。　
また、この調査活動を通じて、これまで未確認であった地籍図の発掘












成果をとりまとめた 執筆には 本共同研究員のほか 随時 に協力して頂いた堀健彦氏 （新潟大学人文学部准教授） ならびに三河雅弘氏 （本館外来研究員）があたり、山形県、愛知県 奈良県を中心とした税務大学校税務情報センター（旧租税史料館）所蔵の地籍図、および新潟県、滋賀県、和歌山県、香川県、大分県の地籍図を取りあげた。もと り、
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（国立歴史民俗博物館研究部、共同研究代表者）
（二〇一〇年九月二八日受付、二〇一〇年一一月三〇日審査終了）
